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編集後記
去る七月に小牧博士がおなくなりになりました。謹んで哀悼の意を表します。同博
士からは本誌第三号に論文をいただく予定になっていたのに，健康上の御都合でいた
だくことができず，その代りに先生の訳詩を掲載したことは，なお記憶に新たなとこ
ろです。
前々から本誌に予定されていた見次君の論文はく文学論集＞の方へ回すことになり
ましたので，本号には田中君にお願いして同君の多年の研究の結果になる論文を載せ
ることにしました。第四号の論文とあわせて精読されるよう望みます。和田君と小川
君は本誌第一号からのいわばレギュラー・メ‘ンバーで，すでに定評のあるところです。
本誌は今まで年二回刊行して来ましたが，いろいろな理由から刊行を年一回とし，
その代りページ数をもっと増すことに，去る六月の総会で決定しました。次号から実
行します。引き続き雑務は藤井君にお願いしています。 （内藤）
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関西大学独逸文学会会則昭和32年6月現在
本会は関西大学独逸文学会と称する
本会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかるを目的とする
本会は右の目的を達成するために左の事業を行う
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本会は左の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生
4． 本学学生並びに卒業生中の有志者
本会は会長一名・委員及び幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2. 会長は委員会に於て委員中より推薦する
任期は二年とし留任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中より若干名を
会に於て之を委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は
幹事中より会長がこれを委嘱する
会費は年額百円とする
本会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
り若
幹事2名は
????????
第4条
第5条
選び委員
第6条 本学会の
??????? ?
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